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令和４年　第１回臨時会
（開催日程：令和４年１月３１日）

審　議　結　果
議　　　　　　　　　　　件　　　　　　　　　　　名 結　 果

専決処分した事件の承認について
「令和３年度雨竜町一般会計補正予算（第９号）」
（4,490万6千円を追加し、総額41億9,219万3千円とする）

承 認

令和３年度雨竜町一般会計補正予算（第１０号）
（1,011万6千円を追加し、総額42億230万9千円とする）

原 案 可 決

一 般 会 計 補 正 予 算
◇令和３年度一般会計補正予算（第９号） 
　これまでの予算に4,490万6千円を追加し、総額41億9,219万3千円とする。
　（歳出の主な内容）

民 生 費 住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金 43,000,000円

◇令和３年度一般会計補正予算（第１０号） 
　これまでの予算に1,011万6千円を追加し、総額42億230万9千円とする。
　（歳出の主な内容）

土 木 費
土 木 費
教 育 費

建設車両燃料費 3,699,000円
建設車両修繕費 3,500,000円
小中学校燃料費 1,100,000円

Ｑ．（吉見議員）
　　　通年利用のドーザーが、２回の修繕ということで降雪が多い中で壊れてしまったことは
仕方ないところではあるが、今ある車両を長く使っていくためにも、メーカー等による定
期的なメンテナンス等も十分に行いながら、長く使っていける体制をとり進めていただき
たい。

Ａ．（産業建設課技術長）
　　　除雪作業の前後には運転手による点検を行い、状況確認をしているところであります。
また、各車両についてはメーカーに点検を出し２年に１度車検も取っている中で、指摘さ
れたところについては運転手とも状況を共有した形で進めております。今後も連絡体制を
強めて丁寧な作業を行い、建設車両の維持管理に努めていきたいと考えています。

令和３年度一般会計補正予算（第１０号）への質疑応答
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議　　　　　　　　　　　件　　　　　　　　　　　名 結　 果

令和３年度雨竜町一般会計補正予算（第１１号）
（1億4,489万5千円を追加し、総額43億4,720万4千円とする）

原 案 可 決

令和３年度雨竜町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
（2,002万4千円を追加し、総額1億6,120万3千円とする）

原 案 可 決

令和３年度雨竜町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
（162万4千円を減額し、総額4,276万3千円とする）

原 案 可 決

雨竜町住まいる定住促進条例の制定について
（定住促進事業の根拠を定めるため、本条例を制定するもの）

原 案 可 決

オシラリカ号運行条例の制定について
（自家用有償旅客運送の根拠を定めるため、本条例を制定するもの）

原 案 可 決

令和４年度雨竜町一般会計予算 原 案 可 決

令和４年度雨竜町国民健康保険特別会計予算 原 案 可 決

令和４年度雨竜町後期高齢者医療特別会計予算 原 案 可 決

令和４年度雨竜町農業集落排水事業特別会計予算 原 案 可 決

行政手続きの押印見直しに伴う関係条例の整備に関する条例の制定について
（地方公共団体の押印見直しに伴い、本条例を制定するもの）

原 案 可 決

雨竜町附属機関設置条例の一部を改正する条例の制定について
（附属機関の名称変更に伴い、本条例の一部を改正するもの）

原 案 可 決

雨竜町教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて
（雨竜町字尾白利加2312番地15　宮武　稔　氏）

同 意 可 決

雨竜町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について
（労働基準法に基づき、本条例を改正するもの）

原 案 可 決

令和４年　第１回定例会
（開催日程：令和４年３月２日～９日）

審　議　結　果
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一 般 会 計 補 正 予 算
◇令和３年度一般会計補正予算（第１１号） 
　これまでの予算に1億4,489万5千円を追加し、総額43億4,720万4千円とする。
　（歳出の主な内容）

議 会 費 一般旅費 △　2,224,000円
総 務 費 財政調整基金積立金 159,692,000円
総 務 費 公共施設改修費等積立基金積立金 50,000,000円
総 務 費 森林研究・整備機構分収造林事業工事費 △　1,291,000円
総 務 費 空き家等購入費 △　1,049,000円
総 務 費 雨竜町田園の里定住促進事業奨励金 △ 35,334,000円
総 務 費 うりゅう未来のまち・ひとづくり事業補助金 △　3,000,000円
総 務 費 うりゅう暑寒フェスタ実行委員会交付金 △　2,465,000円
総 務 費 北海道日本ハムファイターズパートナーシップ事業交付金 △　2,500,000円
総 務 費 雨竜町バス路線事業継続支援金 1,300,000円
総 務 費 会計年度任用職員報酬 △　1,532,000円
総 務 費 住基システム改修委託料 2,800,000円
民 生 費 社会福祉協議会助成金 △　5,531,000円
民 生 費 障害者介護給付・訓練等給付費 3,349,000円
民 生 費 いきいき元気村指定管理費 △　3,481,000円
民 生 費 保育園指定管理費 △　1,000,000円
民 生 費 学童保育所指定管理費 △　2,100,000円
民 生 費 児童手当 △　1,695,000円
衛 生 費 北海道後期高齢者医療広域連合負担金 △　9,609,000円
衛 生 費 重度心身障害者医療費扶助費 △　1,742,000円
衛 生 費 中空知衛生施設組合負担金 △　4,279,000円
衛 生 費 国費過年度分精算還付金 1,502,000円
農林水産業費 一般旅費 △　1,440,000円
農林水産業費 ライスコンビナート改修工事費 △　7,579,000円
農林水産業費 うりゅう水稲活力Ｒ助成金 △　1,201,000円
農林水産業費 雨竜町特産品栽培ハウス設置補助金 △　4,000,000円
農林水産業費 中山間地域等直接支払事業交付金 △　9,836,000円
農林水産業費 農業振興対策基金積立金 2,051,000円
農林水産業費 ライスコンビナート改修等事業基金積立金 3,963,000円
農林水産業費 新規就農者育成補助金 △　3,022,000円
農林水産業費 うりゅう農業後継者未来応援金事業助成金 △　4,650,000円
農林水産業費 農地整備事業負担金 △　1,140,000円
農林水産業費 土地改良整備事業償還金基金積立金 70,000,000円
商 工 費 新しい生活様式に対応した店づくり応援事業補助金 △　3,000,000円
商 工 費 商工業振興・地域雇用推進基金積立金 2,550,000円
土 木 費 橋梁長寿命化調査設計業務委託料 △　1,273,000円
土 木 費 橋梁点検業務委託料 △　1,798,000円
土 木 費 橋梁長寿命化改修工事費 △　1,512,000円
土 木 費 町道改修工事費 △　5,951,000円
土 木 費 公営住宅等長寿命化改善事業費 △　1,155,000円
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〇コロナ禍での消費拡大対策の強化と水田活用交付金の見直しに関する意見書
　（要旨）　南アフリカで新型コロナウイルスの変異株が初めて確認されてから、急速に欧

州や米国などで感染が拡大し、日本でもこれまでの増加スピードを大幅に上回る
感染者数が確認されています。

　　　　　また、農業においては、長引くコロナ禍の影響から大幅な在庫を抱える状況に
陥っており、在庫解消に向けた更なる需要喚起と消費拡大対策が急務となってい
ます。

　　　　　なかでも、米においては、人口減での消費減少とコロナ禍による中食・外食産
業の大幅な消費減少に加え、2021年産米が主産地で豊作となったことから滞留在
庫が深刻化し、価格の低下から農家経済にも大きな影響を与えています。

　　　　　一方、「水田活用の直接支払交付金の見直し」をめぐって、北海道は国の減反
政策のもとで主食用米からの作付転換に協力した経過にあり、既に長年水稲を作
付していない農地も数多く存在するため、道内の農村地域に甚大な影響を及ぼす
恐れがあることから、生産現場では大きな混乱が生じています。

　　　　　農業者が本年も安心して営農を継続できるよう、長引くコロナ禍に係る農畜産
物の消費拡大対策を強化するとともに、地域の実情に応じた水田活用の直接支払
交付金の見直し対応が図られますよう要望致します。

【提出先：内閣総理大臣・財務大臣・農林水産大臣】

意　見　書
　第１回定例会で議員から提案された次の意見書について審議の
結果、原案のとおり可決され、関係行政庁に郵送により提出しま
した。

土 木 費 わかば団地建替事業費（建設工事） △　7,939,000円
土 木 費 わかば団地建替事業費（特定工事） △　4,576,000円
消 防 費 滝川地区広域消防事務組合負担金 △　7,218,000円
教 育 費 トロント交流事業交付金 △　1,073,000円

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 補 正 予 算
◇令和３年度国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 
　これまでの予算に2,002万4千円を追加し、総額1億6,120万3千円とする。
　（歳出の主な内容）

総 務 費
基 金 積 立 金

医療保険分賦金 △  2,878,000円
財政調整基金積立金 23,218,000円

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 補 正 予 算
◇令和３年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 
　これまでの予算に162万4千円を減額し、総額4,276万3千円とする。
　（歳出の主な内容）

後 期 高 齢 者
医 療 広 域 連
合 納 付 金

北海道後期高齢者医療広域連合保険料等負担金 △  1,625,000円
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令和４年第１回定例会までの閉会中に行った所管事務調査の結果内容を報告いたします。      

期　日：令和４年２月１７日（木）・１８日（金）
＜調査事項＞
　ふれあいセンターの施設整備と管理運営について
＜調査結果＞
　雨竜町ふれあいセンターについては、平成４年に竣工され本年で３０年経過するところであ
る。その中で、３度の一部改修工事を行い利用されてきている。近年においては大ホール天井
の雨漏りについては応急対応の修繕を行っているが、外壁の塗装剥離、屋上防水シートの劣化
など修繕を要する場所や、現時点では照明器具類等の経年劣化による更新も課題となっている。
　ふれあいセンター自体の一般利用については地域会館がない町内会の利用と各種団体や町内
での葬儀が中心となっているが、２階においてはほぼ利用されていないのが実情である。この
ことは、今後の利用方法に向けての課題でもある。
　総合的な改修計画については、次年度にふれあいセンター長寿命化に向けた実施設計が予定
されているところではあるが、応急処置で対応している箇所の改修は優先的に進められたい。
また、施設は避難所としての機能強化や有事の際の拠点施設としての機能強化も考えられてい
る中で、雨竜町公共施設等総合管理計画のもと、長寿命化や脱炭素化への取り組みと有効な事
業の活用を検討した改修計画を進められたい。また、管理運営についても行政を中心にした検
討委員会設置も考えられていることから、指定管理者ならびに関係者等からの意見も取り入れ、
今後の施設整備とあわせより効果的な運営と結びつくように協議を進められたい。

行政常任委員会報告

　昨年９月より地域おこし協力隊に就任し、農業を学び、雨竜町で生活することで私の志
「誰かを喜ばせること、自分も喜ぶこと」を雨竜町で実現できると感じる体験が３つあり
ました。
　１つ目は私が雨竜町で就農したいことに加え、農業以外にも有害鳥獣捕獲にも参加した
いことを喜んでくれる人たちと出会うこと
ができたこと。２つ目は雨竜沼湿原だけで
はなく人に自慢したくなる景観と自然を見
つけることができたこと。３つ目は雨竜町
のメロン栽培の現場を知り、私にも十分に
活躍できる余地があること。この体験が私
の志を実現できるという考えに至る体験に
なりました。
　中でも、３つ目のメロン栽培は今年から
実際に作業することで、知識では得られな
い体験をしています。栽培前の準備からの
多くの作業が、価値の高いメロンの収穫に
繋がるので、これからも学び続けていきた
いです。

地域おこし協力隊・農業支援員として活躍！
齋藤賢悟さんからお話しを伺いました
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　令和４年度各会計予算は、議長を除く全議員で構成する予算審査特別委員会に付託され、令
和４年３月２日、７日、８日の３日間、委員会を開催し審査しました。
　委員会終了後、予算は本会議で審議し原案のとおり可決されました。

◎国民健康保険特別会計予算 1億4,233万3千円　　　　　　　　　　　
（前年度当初予算対比　115万4千円・0.8％増）

◎後期高齢者医療特別会計予算 4,237万8千円　　　　　　　　　　　
（前年度当初予算対比　200万9千円・4.5％減）

◎農業集落排水事業特別会計予算 6,130万6千円　　　　　　　　　　　
（前年度当初予算対比　1,332万円・27.8％増） 

◆令和４年度 一般会計予算◆

（前年度当初予算比　808万7千円・0.2％減）

歳　　入
項　　　　　目 金　　　額 比　率

自　

主　

財　

源

町 税 2億1,298万3千円 5.4%

諸 収 入 1億5,950万円 4.0%

負担金・使用料・
手 数 料 9,382万2千円 2.4%

繰 越 金 1,000万円 0.3%

財産収入・寄附金・
繰 入 金 9億4,611万円 23.9%

Ａ．計 14億2,241万5千円 36.0%

依　

存　

財　

源

地 方 交 付 税 15億9,000万円 40.2%

国 庫 支 出 金 2億3,114万3千円 5.8%

道 支 出 金 3億1,713万4千円 8.0%

町 債 2億9,450万円 7.5%

各 種 交 付 金 6,021万円 1.5%

地 方 譲 与 税 4,035万3千円 1.0%

Ｂ．計 25億3,334万円 64.0%

歳入合計（Ａ＋Ｂ） 39億5,575万5千円 100.0%

歳　　出
項　　　　　目 金　　　額 比　率

議 会 費 3,978万9千円 1.0%

総 務 費 6億4,630万1千円 16.3%

民 生 費 4億6,616万2千円 11.8%

衛 生 費 2億8,310万円 7.2%

農 林 水 産 業 費 5億4,282万1千円 13.7%

商 工 費 9,967万6千円 2.5%

土 木 費 5億509万9千円 12.8%

消 防 費 1億2,361万7千円 3.1%

教 育 費 1億5,568万円 3.9%

公 債 費 5億5,469万7千円 14.0%

職 員 費 5億1,729万7千円 13.1%

労 働 費・ 災 害 復
旧 費・ 予 備 費 2,151万6千円 0.6%

歳出合計 39億5,575万5千円 100.0%
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　３月２日・７日・８日の３日間開催し、令和４年度予算に対し各委員から次のとおり質問が
ありました。

予算審査特別委員会質疑応答
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で
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
の
募

集
に
つ
い
て
は
、
１
年
か
け
た
中
で
意
見
を
聞
き
な
が

ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

総
務
費　

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
事
業
に
つ
い
て

佐
々
木
委
員

【
質　

問
】

　

北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
事
業
を
新
年
度
は
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
で
行
う
の

か
、
ま
た
新
し
い
取
り
組
み
は
あ
る
の
か
。

【
回　

答
】

　

令
和
２
年
度
、
令
和
３
年
度
と
事
業
が
で
き
な
か
っ

た
こ
と
も
あ
り
１
年
間
再
協
定
を
締
結
し
た
。

　

子
ど
も
を
対
象
と
し
た
教
室
、
交
流
会
等
の
開
催
、

試
合
会
場
で
の
Ｐ
Ｒ
、
球
団
の
方
を
招
致
し
た
町
民
向

け
の
講
演
会
な
ど
を
企
画
し
て
い
る
。

総
務
費　

住
ま
い
る
定
住
事
業
に
つ
い
て

吉
本
委
員

【
質　

問
】

　

定
住
促
進
事
業
の
な
か
の
若
者
定
住
の
利
用
推
進
を

図
る
た
め
２
年
経
過
し
た
対
象
者
へ
、
は
が
き
等
で
通

知
す
る
こ
と
を
考
え
て
は
。

【
回　

答
】

　

受
給
者
の
い
ろ
い
ろ
な
条
件
が
あ
る
た
め
、
平
等
な

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
面
か
ら
広
報
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
の

配
布
と
住
民
課
へ
の
届
け
出
時
の
窓
口
対
応
を
強
化
し

て
周
知
の
撤
退
を
し
て
い
き
た
い
。

総
務
費　

ふ
る
さ
と
納
税
広
告
料
に
つ
い
て

吉
見
委
員

【
質　

問
】

　

令
和
４
年
の
広
告
料
に
つ
い
て
増
加
し
て
い
る
が
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

【
回　

答
】

　

関
東
圏
を
中
心
に
、
雨
竜
町
自
体
を
知
っ
て
い
た
だ

き
、
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
、
人
目
に
つ
く
宣
伝

を
し
た
い
と
考
え
る
。
ま
た
、
道
内
に
お
い
て
は
道
東

圏
で
の
新
聞
折
込
や
、
イ
ベ
ン
ト
等
に
出
向
き
、
ふ
る

さ
と
納
税
の
Ｐ
Ｒ
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

総
務
費　

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
購
入
に
つ
い
て平

松
委
員

【
質　

問
】

　

11
台
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
購
入
と
あ
る
が
、
今
ま
で
の
リ
ー
ス

か
ら
購
入
に
な
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
、
ま
た
今
後
の
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
、
更
新
時
の
年
数
、
下
取
り
の
処
理
等
は

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

【
回　

答
】

　

令
和
４
年
４
月
30
日
ま
で
の
５
年
の
リ
ー
ス
契
約
と

し
て
い
た
が
10
％
程
度
の
経
費
節
減
と
な
る
の
で
購
入

に
変
更
し
た
。

　

機
器
の
保
守
、
保
証
等
は
リ
ー
ス
方
式
と
変
わ
り
な

く
、
耐
用
年
数
５
年
を
過
ぎ
た
段
階
で
購
入
先
、
メ
ー

カ
ー
に
返
却
す
る
形
を
取
り
た
い
。
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衛
生
費　

濃
厚
接
触
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て

佐
々
木
委
員

【
質　

問
】

　

濃
厚
接
触
者
に
判
定
さ
れ
た
場
合
自
宅
待
機
に
な
る
が
、

食
料
品
な
ど
購
入
が
困
難
な
場
合
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。

【
回　

答
】

　

今
の
と
こ
ろ
、
相
談
は
な
い
が
更
に
広
が
り
、
単
身
の

方
や
、
高
齢
者
の
方
な
ど
支
援
が
な
い
方
に
対
し
て
は
、

役
場
に
相
談
い
た
だ
け
れ
ば
、
必
要
な
範
囲
で
支
援
す
る

よ
う
な
こ
と
も
検
討
し
て
い
る
。

衛
生
費　

屈
折
検
査
負
担
金
に
つ
い
て

野
村
委
員

【
質　

問
】

　

今
回
新
た
な
事
業
の
中
で
３
歳
児
検
診
に
屈
折
検
査
が

含
ま
れ
た
が
、
検
査
機
器
が
必
要
と
の
こ
と
だ
が
、
共
同

利
用
負
担
金
と
な
っ
て
い
る
が
ど
の
よ
う
な
中
身
な
の
か
。

【
回　

答
】

　

屈
折
検
査
機
器
の
導
入
に
あ
た
っ
て
は
町
単
独
購
入
も

考
え
た
が
、
対
象
児
童
が
少
な
く
年
６
回
の
利
用
頻
度
か

ら
み
て
検
診
を
委
託
し
て
い
る
医
療
機
関
に
購
入
し
て
い

た
だ
き
、
北
空
知
４
町
と
本
町
と
合
わ
せ
て
案
分
負
担
す

る
形
で
進
め
て
い
る
。

衛
生
費　

特
定
検
診
に
つ
い
て

吉
見
委
員

【
質　

問
】

　

集
団
受
診
か
ら
個
別
受
診
へ
と
対
応
が
変
わ
っ
た
が
、

受
診
率
を
上
げ
る
た
め
に
受
診
日
を
１
日
で
も
多
く
で
き

る
よ
う
な
体
制
づ
く
り
は
考
え
て
い
な
い
の
か
。

【
回　

答
】

　

今
年
度
は
考
え
て
い
な
い
が
、
早
い
段
階
で
の
周
知
と

例
年
よ
り
１
カ
月
早
め
た
個
別
通
知
や
全
戸
配
布
の
時
期

を
早
め
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
方
に
受
診
の
機
会
を
周
知

し
、
受
診
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
努
め
る
と
考
え
る
。

衛
生
費　

個
別
予
防
接
種
委
託
料
に
つ
い
て

野
村
委
員

【
質　

問
】

　

個
別
予
防
接
種
委
託
料
の
中
に
は
、
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク

チ
ン
の
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
も
含
ま
れ
て
い
る
の
か
。

【
回　

答
】

　

副
作
用
が
出
る
等
に
よ
り
積
極
的
勧
奨
が
中
止
さ
れ
て

い
た
期
間
の
未
接
種
者
に
対
し
、
４
月
よ
り
接
種
を
呼
び

か
け
る
よ
う
通
知
が
あ
り
、
本
町
に
お
い
て
も
接
種
者
に

ワ
ク
チ
ン
の
有
効
性
や
安
全
性
を
含
め
情
報
提
供
を
行
い
、

対
象
者
に
は
確
実
に
周
知
し
て
い
き
た
い
。

総
務
費　

う
り
ゅ
う
未
来
の
ま
ち
・
ひ
と
づ
く

り
事
業
に
つ
い
て

吉
見
委
員

【
質　

問
】

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
昨
年
も
事
業
は
で
き
て
い
な
い

が
状
況
が
落
ち
着
い
た
と
き
に
町
民
の
皆
様
が
利
用
し
て

い
た
だ
く
た
め
に
、ど
の
よ
う
な
Ｐ
Ｒ
を
進
め
て
い
く
の
か
。

【
回　

答
】

　

制
度
の
周
知
を
広
報
紙
等
で
行
い
、
各
種
会
議
等
で
も

周
知
を
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
窓
口
に
お
い
て
も
相
談

に
乗
れ
る
よ
う
な
体
制
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

そ
の
中
で
、
事
業
を
有
効
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
る
。

農
業
費　

就
農
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
つ
い
て

吉
見
委
員

【
質　

問
】

　

本
年
度
か
ら
担
い
手
対
策
や
新
規
就
農
に
向
け
て
就
農

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
す
る
が
、
業
務
内
容
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

【
回　

答
】

　

新
規
就
農
希
望
者
の
相
談
や
受
入
れ
農
家
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
、
各
関
係
機
関
と
の
調
整
役
な
ど
新
規
就
農
者
を

支
援
す
る
サ
ポ
ー
ト
役
と
し
て
配
置
予
定
で
あ
る
。
就
農

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
ス
ム
ー
ズ

な
事
業
が
展
開
で
き
る
よ
う
進
め
て
い
き
た
い
。
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教
育
費　

小
中
学
校
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ

い
て

佐
々
木
委
員

【
質　

問
】

　

昨
年
春
に
小
中
学
校
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
し
た
が
、
教

職
員
や
児
童
生
徒
の
反
応
は
。
ま
た
、
設
置
し
た
こ
と
で

電
気
料
金
は
ど
の
よ
う
な
状
況
か
。

【
回　

答
】

　

教
職
員
や
児
童
生
徒
か
ら
快
適
だ
と
好
評
の
言
葉
を
い

た
だ
い
て
い
る
。
電
気
料
金
は
昨
年
比
１
０
６
％
の
増
で

若
干
上
が
っ
て
い
る
が
、
全
体
で
は
昨
年
と
ほ
ぼ
変
わ
っ

て
い
ま
せ
ん
。

商
工
費　

特
産
品
開
発
に
つ
い
て

吉
見
委
員

【
質　

問
】

　

特
産
品
の
カ
ッ
プ
御
飯
が
販
売
さ
れ
、
ア
レ
ン
ジ
メ
ニ

ュ
ー
も
町
民
に
向
け
て
周
知
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後
に
つ

い
て
は
ど
の
よ
う
に
特
産
品
開
発
を
予
定
し
て
い
る
の
か
。

【
回　

答
】

　

暑
寒
メ
ロ
ン
を
使
っ
た
特
産
品
開
発
を
出
来
た
ら
と
協

議
会
で
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
メ
ロ
ン
部
会
の
協

力
を
得
な
が
ら
協
議
会
の
中
で
も
検
討
し
、
親
し
ま
れ
る

特
産
品
開
発
に
向
け
て
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。
ま

た
、
米
粉
を
使
っ
た
料
理
教
室
や
ア
レ
ン
ジ
レ
シ
ピ
も
考

え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

土
木
費　

農
業
水
路
等
長
寿
命
化
・
防
災
減
災

事
業
に
つ
い
て

吉
本
委
員

【
質　

問
】

　

計
画
策
定
の
た
め
委
託
料
を
計
上
し
て
い
る
が
、
そ
の

内
容
は
。

【
回　

答
】

　

老
朽
化
し
た
２
か
所
の
排
水
路
を
今
年
度
に
機
能
診
断

を
実
施
し
、
令
和
５
年
度
に
実
施
設
計
そ
の
後
３
年
か
け

て
整
備
を
実
施
す
る
。
そ
れ
以
外
は
現
時
点
の
整
備
計
画

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
後
も
町
内
要
望
や
町
内
パ
ト
ロ
ー

ル
等
で
確
認
し
な
が
ら
必
要
に
応
じ
て
対
応
を
考
え
ま
す
。

商
工
費　

消
費
活
性
化
事
業
補
助
金
に
つ
い
て

吉
見
委
員

【
質　

問
】

　

Ｕ
Ｐ
カ
ー
ド
へ
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
事
業
を
進
め
ら
れ
て

い
る
が
、
若
者
の
利
用
が
少
な
い
と
聞
く
。
利
用
に
向
け

て
の
対
策
は
商
工
会
と
連
絡
は
と
れ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

活
用
方
法
の
提
案
を
商
工
会
に
も
考
え
る
よ
う
行
政
と
し

て
も
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

【
回　

答
】

　

高
齢
者
の
利
用
が
多
く
、
若
者
の
利
用
率
は
少
な
い
の

で
利
用
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
商
工
会
と
も
連
携
し
活
用

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
協
議
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
る
。

土
木
費　

団
地
の
解
体
・
建
替
事
業
に
つ
い
て

佐
々
木
委
員

【
質　

問
】

　

寿
団
地
の
解
体
後
は
ど
の
よ
う
に
利
用
す
る
予
定
な
の

か
。
ま
た
他
の
町
営
住
宅
の
解
体
予
定
は
あ
る
の
か
。

【
回　

答
】

　

新
た
な
予
定
は
な
い
が
、
整
地
し
駐
車
場
や
冬
期
間
の

地
域
周
辺
の
雪
の
堆
積
場
と
し
て
利
用
す
る
。
第
２
満
寿

団
地
か
ら
わ
か
ば
団
地
へ
の
建
替
事
業
で
令
和
６
年
か
ら

東
側
の
古
い
建
物
の
方
か
ら
解
体
し
て
い
き
ま
す
。

商
工
費　

観
光
誘
客
促
進
雨
竜
割
引
事
業
に
つ

い
て

吉
見
委
員

【
質　

問
】

　

新
た
な
事
業
で
あ
る
が
、
内
容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な

の
か
。
ま
た
、
観
光
協
会
も
Ｐ
Ｒ
し
て
も
ら
え
る
体
制
づ

く
り
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

【
回　

答
】

　

事
業
内
容
に
つ
い
て
は
、
町
内
宿
泊
施
設
利
用
者
に
3

千
円
分
の
助
成
と
合
わ
せ
町
内
商
店
で
使
え
る
ク
ー
ポ
ン

を
千
円
分
プ
ラ
ス
し
た
事
業
で
あ
る
。
観
光
協
会
に
も
し

っ
か
り
周
知
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
Ｈ
Ｐ
を
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
観
光
客
に
情
報
を
見
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
も
の

に
し
た
い
と
考
え
る
。
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歳
入　

森
林
環
境
譲
与
税
に
つ
い
て

吉
本
委
員

【
質　

問
】

　

森
林
環
境
譲
与
税
の
使
途
に
つ
い
て
考
え
を
伺
う
。

【
回　

答
】

　

交
付
さ
れ
た
森
林
環
境
譲
与
税
を
全
額
基
金
に
一
旦
積

み
、
必
要
に
応
じ
て
繰
入
れ
を
し
て
い
る
。
新
年
度
は
林

業
事
業
調
査
委
託
料
と
し
て
使
用
す
る
。
今
後
は
森
林
整

備
に
か
か
る
大
き
な
伐
採
事
業
等
で
の
活
用
を
考
え
て
い

る
。

教
育
費　
「
は
た
ち
を
祝
う
会
」
に
つ
い
て

吉
見
委
員

【
質　

問
】

　

本
町
に
お
け
る
成
人
式
か
ら
、「
は
た
ち
を
祝
う
会
」
に

な
っ
た
経
緯
と
そ
の
内
容
は
。

【
回　

答
】

　

就
職
や
進
学
を
控
え
た
18
歳
で
は
な
く
、
同
窓
会
的
な

側
面
も
あ
り
「
は
た
ち
を
祝
う
会
」
と
し
て
高
校
卒
業
か

ら
2
年
が
経
つ
20
歳
が
ふ
さ
わ
し
い
と
検
討
し
、
開
催
を

決
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
内
容
に
つ
い
て
は
、
格
式
ば

っ
た
も
の
で
は
な
く
雨
竜
町
の
特
色
あ
る
式
典
に
し
た
い

と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

教
育
費　

田
中
学
園
・
雨
竜
町
こ
ど
も
未
来
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

吉
本
委
員

【
質　

問
】

　

新
規
事
業
の
田
中
学
園
と
雨
竜
小
学
校
と
の
交
流
内
容

に
つ
い
て
伺
う
。

【
回　

答
】

　

今
年
度
の
計
画
は
田
中
学
園
の
教
育
的
ノ
ウ
ハ
ウ
を
雨

竜
小
学
校
で
学
ぶ
こ
と
と
、
学
園
の
子
ど
も
た
ち
が
雨
竜

町
で
農
業
体
験
や
訪
問
交
流
を
実
施
す
る
。
将
来
に
お
い

て
は
、
雨
竜
の
子
ど
も
た
ち
が
田
中
学
園
で
の
訪
問
交
流

も
考
え
た
い
。

教
育
費　

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
に
つ
い
て

佐
々
木
委
員

【
質　

問
】

　

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
は
対
象
者
を
広
げ
て
実
施
を
予

定
し
て
い
る
が
、
新
た
な
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
な
内
容

か
。
ま
た
、
本
を
選
ぶ
基
準
は
。

【
回　

答
】

　

乳
幼
児
に
絵
本
を
贈
呈
し
て
い
た
が
、新
年
度
か
ら
様
々

な
年
齢
層
に
読
書
習
慣
を
定
着
さ
せ
る
目
的
で
５
歳
児
・

小
学
１
年
生
・
中
学
１
年
生
に
贈
呈
す
る
。

　

基
準
は
、
文
字
を
覚
え
て
も
ら
う
事
や
、
自
宅
で
読
む

習
慣
を
つ
け
て
楽
し
さ
に
触
れ
て
も
ら
う
事
、
成
長
の
糧

に
な
る
も
の
を
選
ぶ
。
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令
和
４
年
第
１
回
定
例
会
一
般
質
問

質　

問

　

本
町
の
道
の
駅
は
平
成
９
年
に
開
業

後
、
農
産
物
直
売
所
並
び
に
雨
竜
沼
自

然
館
を
含
め
た
増
築
工
事
を
行
い
、
現

在
の
形
で
運
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

辻
井
先
生
の
書
の
展
示
ス
ペ
ー
ス
も
開

館
さ
れ
、
町
内
外
の
人
の
多
く
の
利
用

が
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

周
辺
施
設
に
お
い
て
は
、
農
産
物
加

工
施
設
並
び
に
書
道
館
と
道
の
駅
を
核

と
し
た
周
辺
施
設
整
備
が
行
わ
れ
て
き

ま
し
た
が
、
夏
期
の
集
客
時
に
お
け
る

ト
イ
レ
の
問
題
や
加
工
施
設
の
利
用
者

の
高
齢
化
、
ま
た
減
少
、
稼
働
率
低
下

に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
北
側
緑
地
帯
の

「
道
の
駅
を
含
む
周
辺
施
設
の

今
後
の
活
用
と
改
修
に
向
け
た
考
え
方
」

吉見議員

　

３
月
９
日
に
４
人
の
議
員
が
町
政
執
行
に
対
し
、

４
項
目
の
一
般
質
問
を
し
ま
し
た
。

有
効
活
用
な
ど
課
題
も
多
い
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
が
、
今
後
に
お
い
て
は
道
の

駅
ト
イ
レ
改
修
と
周
辺
施
設
の
有
効
活

用
に
つ
い
て
は
重
要
と
考
え
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
り
ま
す
が
、

道
の
駅
に
お
い
て
は
地
域
お
こ
し
協
力

隊
に
よ
る
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
イ
ベ
ン
ト

や
海
産
物
販
売
等
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催

さ
れ
、
好
評
を
得
て
い
ま
す
が
、
開
催

時
に
は
駐
車
場
を
利
用
す
る
関
係
上
、

利
用
者
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
や
イ

ベ
ン
ト
開
催
時
の
大
型
車
の
駐
車
の
際

に
も
不
便
を
感
じ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　

北
側
緑
地
帯
を
駐
車
場
、
ま
た
は
イ

ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、

現
在
行
わ
れ
て
い
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
に

お
い
て
は
さ
ら
な
る
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の

確
保
や
緑
地
帯
の
管
理
軽
減
と
い
う
形

で
も
有
効
な
手
段
と
考
え
ま
す
。
今
後

道
の
駅
を
含
む
大
規
模
改
修
を
行
う
際

に
は
多
額
の
費
用
が
か
か
る
と
こ
ろ
で

は
あ
り
ま
す
が
、
北
側
緑
地
帯
の
有
効

活
用
や
周
辺
施
設
の
利
用
状
況
を
含
め

た
今
後
の
施
設
改
修
計
画
を
考
え
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
考
え
ま
す
が
、
町
長

の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

町　

長

　

た
だ
い
ま
質
問
が
あ
り
ま
し
た
道
の

駅
田
園
の
里
う
り
ゅ
う
で
ご
ざ
い
ま
す

け
れ
ど
も
、
平
成
９
年
に
開
設
さ
れ
ま

し
て
、
今
年
で
ち
ょ
う
ど
25
周
年
を
迎

え
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
間
、

質
問
に
も
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、
平
成

17
年
度
に
は
特
産
品
の
直
売
施
設
、
そ

し
て
雨
竜
沼
自
然
館
な
ど
を
増
築
し
ま

し
て
、
平
成
25
年
度
に
は
農
畜
産
物
加

工
施
設
及
び
書
道
館
、
書
道
展
示
ギ
ャ

ラ
リ
ー
を
整
備
し
、
現
在
に
至
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

道
の
駅
の
施
設
田
園
う
り
ゅ
う
ふ
れ

あ
い
の
里
は
、
雨
竜
町
の
自
然
、
農
業
、

文
化
を
Ｐ
Ｒ
す
る
重
要
な
情
報
発
信
施

設
で
あ
り
ま
し
て
、
消
費
者
や
都
市
住

民
と
農
村
を
結
び
つ
け
る
施
設
と
し
て

も
大
変
重
要
な
施
設
と
私
も
考
え
て
い

る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ご
指
摘
の
と
お
り
道
の
駅
の
開
設
当

初
の
施
設
、
そ
れ
か
ら
ト
イ
レ
な
ど
の

改
修
を
は
じ
め
、
北
側
広
場
の
有
効
活

用
を
含
め
ま
し
て
施
設
が
年
数
を
か
な

り
経
過
し
て
き
た
中
で
施
設
の
改
修
整

備
が
課
題
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
私
も

認
識
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

道
の
駅
の
在
り
方
も
こ
こ
数
年
で
変
化

し
て
き
て
い
る
状
況
で
も
あ
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
感
染
症
の
拡
大
の
影
響
に
よ
り

ま
し
て
、
大
人
数
が
集
ま
る
集
客
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
が
、
こ
ち
ら
が
困
難
と
な

り
ま
し
て
、
道
の
駅
の
利
用
者
及
び
売

上
げ
も
15
％
程
度
減
少
し
て
い
る
と
い

う
ち
ょ
っ
と
よ
ろ
し
く
な
い
状
況
と
な

っ
て
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
イ

ベ
ン
ト
で
す
と
か
集
客
方
法
の
検
討
、

そ
し
て
北
側
広
場
の
活
用
方
法
の
検
討

等
、
今
実
施
し
て
お
り
ま
す
雨
竜
町
公

共
施
設
長
寿
命
化
計
画
策
定
に
お
け
る

施
設
の
診
断
結
果
も
踏
ま
え
ま
し
て
、

今
後
の
公
共
施
設
の
改
修
計
画
で
す
と

か
、
町
の
財
政
状
況
も
勘
案
し
な
が
ら

道
の
駅
周
辺
施
設
の
活
用
と
改
修
を
進

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
そ
の

よ
う
に
考
え
て
ご
ざ
い
ま
す
。

再
質
問

　

本
町
の
道
の
駅
も
開
業
25
周
年
を
迎

え
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
は
大
変
喜
ば
し

い
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
後
の
施

設
整
備
の
計
画
に
つ
い
て
は
雨
竜
町
公

共
施
設
長
寿
命
化
計
画
の
診
断
結
果
を

踏
ま
え
て
進
め
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り

ま
し
た
が
、
さ
ら
な
る
集
客
や
利
便
性

を
考
え
た
と
き
に
一
定
程
度
の
期
間
を

考
え
た
改
修
計
画
も
必
要
と
考
え
ま
す
。

例
え
ば
で
す
が
、
今
後
訪
れ
る
開
業
30

周
年
を
見
据
え
た
中
で
、
道
の
駅
に
つ

い
て
は
改
修
に
向
け
た
事
業
計
画
を
考
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え
て
い
く
こ
と
も
必
要
と
考
え
ま
す
。

道
の
駅
の
周
辺
整
備
に
つ
い
て
は
、
活

用
方
法
も
考
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
と

な
っ
て
く
る
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、

現
時
点
で
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
今
後
の
道
の
駅
の
新
た
な
活

用
方
法
と
し
て
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
コ
ー
ナ

ー
を
開
放
し
、
公
募
す
る
こ
と
に
よ
り

飲
食
店
や
新
規
の
企
業
ス
ペ
ー
ス
に
も

な
り
、
町
内
で
の
新
た
な
雇
用
や
開
発

さ
れ
て
い
る
特
産
品
等
の
販
売
ス
ペ
ー

ス
と
も
な
り
、
集
客
に
も
つ
な
が
る
有

効
な
手
段
と
も
考
え
ま
す
が
、
こ
の
よ

う
な
活
用
方
法
に
つ
い
て
も
考
え
て
は

い
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
町
長
に
再
度

伺
い
ま
す
。

町　

長

　

た
だ
い
ま
吉
見
議
員
が
お
っ
し
ゃ
る

よ
う
に
、
30
周
年
を
迎
え
ま
す
５
年
後

に
は
施
設
の
老
朽
化
の
状
況
、
そ
し
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
関
係
に
つ
き

ま
し
て
は
現
在
と
大
き
く
状
況
が
変
わ

っ
て
い
る
と
、
い
い
状
況
に
な
っ
て
い

る
と
い
う
ふ
う
に
予
想
さ
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
し
、
ま
た
国
営
の
事
業
、

２
つ
の
事
業
が
完
了
す
る
と
い
う
こ
と

な
ど
、
道
の
駅
の
周
辺
整
備
を
進
め
る

タ
イ
ミ
ン
グ
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
一

つ
の
案
と
し
て
よ
い
時
期
と
い
う
ふ
う

に
考
え
ら
れ
る
の
か
な
と
私
も
思
う
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
考
え
方
も
含
め
ま
し
て
、

公
共
施
設
全
体
の
改
修
計
画
で
す
と
か
、

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
状
況
、
ま
た
道
の

駅
の
今
後
の
在
り
方
、
そ
し
て
町
の
財

政
状
況
の
見
通
し
を
総
合
的
に
判
断
し
、

進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
認

識
し
て
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、
道
の
駅
の
新
た
な
活
用
方
法

に
つ
き
ま
し
て
は
、
た
だ
い
ま
提
案
を

い
た
だ
き
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
こ
ち
ら

に
つ
い
て
も
指
定
管
理
者
で
あ
り
ま
す

雨
竜
町
振
興
公
社
、
そ
し
て
雨
竜
町
特

産
品
協
議
会
な
ど
関
係
団
体
と
も
十
分

協
議
を
し
ま
し
て
、
道
の
駅
の
施
設
の

有
効
な
活
用
方
法
を
時
間
を
か
け
て
模

索
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
ご
ざ
い

ま
す
。

再
々
質
問

　

町
長
の
考
え
は
理
解
い
た
し
ま
し
た
。

道
の
駅
は
本
町
の
中
で
も
町
の
Ｐ
Ｒ
や

情
報
を
発
信
す
る
重
要
な
施
設
と
私
も

認
識
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
中
で
今
後

の
道
の
駅
を
含
む
周
辺
施
設
の
大
規
模

改
修
に
は
財
政
的
に
も
多
く
の
費
用
が

か
か
る
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
将

来
の
改
修
を
考
え
て
、
指
定
管
理
者
も

含
め
現
在
考
え
ら
れ
る
現
有
施
設
の
有

効
活
用
の
方
法
や
ア
イ
デ
ア
等
、
改
修

計
画
を
十
分
検
討
し
、
今
後
の
在
り
方
、

ま
た
現
在
考
え
ら
れ
る
内
容
を
十
分
に

精
査
し
た
中
で
雨
竜
町
の
中
心
施
設
で

あ
る
道
の
駅
の
改
修
計
画
と
周
辺
施
設

等
の
有
効
的
な
活
用
を
進
め
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
、
質
問
を
終
わ
り
ま
す
。

町　

長

　

道
の
駅
の
周
辺
施
設
に
つ
き
ま
し
て

は
、
吉
見
議
員
が
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り

雨
竜
町
の
町
の
Ｐ
Ｒ
と
情
報
発
信
拠
点
、

そ
う
い
っ
た
施
設
と
い
た
し
ま
し
て
大

変
重
要
な
施
設
と
私
も
考
え
て
ご
ざ
い

ま
す
。
答
弁
重
複
に
な
り
ま
す
け
れ
ど

も
、
関
係
機
関
と
も
十
分
協
議
を
重
ね

ま
し
て
、
各
公
共
施
設
の
改
修
計
画
、

そ
れ
か
ら
町
の
基
本
と
な
り
ま
す
雨
竜

町
振
興
基
本
計
画
、
こ
ち
ら
も
十
分
将

来
の
財
政
見
通
し
を
精
査
し
ま
し
て
改

修
内
容
等
に
つ
き
ま
し
て
時
間
を
か
け

て
十
分
検
討
し
、
進
め
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
、
そ
の
よ
う
に
考
え
て

ご
ざ
い
ま
す
。

質　

問

　

雨
竜
町
の
森
林
面
積
は
１
万
３
，
３

８
６
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
総
面
積
の
70
％

を
占
め
て
い
ま
す
。
今
現
在
二
酸
化
炭

素
を
中
心
と
し
た
温
室
効
果
ガ
ス
に
よ

る
地
球
温
暖
化
が
問
題
に
な
っ
て
お
り
、

異
常
気
象
や
気
候
変
動
な
ど
影
響
が
出

て
お
り
、
地
球
温
暖
化
防
止
に
は
Ｃ
Ｏ

２
の
排
出
抑
制
対
策
と
と
も
に
森
林
整

備
や
木
材
利
用
等
の
森
林
吸
収
源
対
策

が
重
要
と
さ
れ
て
い
て
、
伐
っ
て
、
使

っ
て
、
植
え
る
と
い
う
資
源
の
循
環
利

用
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

道
で
は
人
口
林
が
利
用
期
を
迎
え
、

森
林
吸
収
量
の
確
保
に
向
け
て
伐
採
後

の
着
実
な
植
林
や
適
切
な
間
伐
の
実
施

な
ど
を
推
進
し
て
お
り
、
森
林
吸
収
源

対
策
の
充
実
、
強
化
を
図
り
、
脱
炭
素

化
を
牽
引
す
る
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
北
海
道

の
実
現
に
向
け
た
森
林
づ
く
り
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

本
町
も
森
林
吸
収
源
対
策
に
取
り
組

「
環
境
に
配
慮
し
た

森
林
整
備
に
つ
い
て
」

佐々木議員
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む
と
と
も
に
、
本
町
の
実
情
に
応
じ
て

森
林
経
営
管
理
制
度
や
森
林
環
境
譲
与

税
な
ど
を
活
用
し
た
森
林
整
備
を
行
い
、

環
境
対
策
に
寄
与
す
る
こ
と
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
現
在
市
町
村
森
林
整
備
計

画
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
今

後
森
林
整
備
計
画
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
町
長
に
伺
い
ま
す
。

町　

長

　

国
に
お
き
ま
し
て
は
、
令
和
２
年
10

月
に
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
、
こ
ち
ら
を
宣
言
し
ま
し
て
、
そ

の
実
現
に
向
け
て
関
係
法
令
の
改
正
な

ど
重
点
的
に
取
組
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
特
に
森
林
に
つ
き

ま
し
て
は
、
多
面
的
な
機
能
を
有
す
る

中
で
Ｃ
Ｏ
２
の
排
出
抑
制
効
果
な
ど
、

地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け
ま
し
て
森
林

の
果
た
す
役
割
が
重
要
視
さ
れ
て
き
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
北
海
道
で
は
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

北
海
道
の
実
現
に
向
け
ま
し
て
、
森
林

吸
収
源
対
策
の
推
進
を
図
る
た
め
に
北

海
道
森
林
吸
収
源
対
策
推
進
計
画
、
こ

ち
ら
の
策
定
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
点
も
含

め
な
が
ら
、
確
実
な
再
造
林
、
指
針
に

基
づ
く
集
材
路
の
整
備
な
ど
に
つ
き
ま

し
て
計
画
に
盛
り
込
み
、
雨
竜
町
森
林

整
備
計
画
、
こ
ち
ら
は
平
成
30
年
か
ら

令
和
９
年
の
計
画
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ

ど
も
、
そ
ち
ら
の
改
定
を
現
在
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
こ

の
計
画
に
基
づ
き
ま
し
て
、
環
境
に
配

慮
し
た
森
林
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
ご
ざ
い
ま
す
。

再
質
問

　

森
林
は
水
源
の
涵
養
、
地
球
温
暖
化

の
防
止
、
生
物
多
様
化
の
保
全
、
木
材

等
の
林
産
物
供
給
な
ど
多
面
的
機
能
を

有
し
て
お
り
、
そ
の
機
能
を
発
揮
さ
せ

る
た
め
に
は
植
林
、
下
刈
り
、
間
伐
等

に
よ
っ
て
健
全
な
森
林
を
育
て
、
主
伐

後
に
再
造
林
を
行
う
こ
と
で
機
能
を
維

持
的
に
発
揮
さ
せ
つ
つ
、
森
林
資
源
の

若
返
り
を
図
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
町
民
に
最
も
身
近
な
自
治
体
と
し

て
森
林
吸
収
源
対
策
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
森
林
整
備
や
木
材
の
利
用
な
ど

計
画
的
に
実
施
し
、
本
町
に
お
け
る
地

球
温
暖
化
防
止
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
抑
制
対

策
な
ど
環
境
に
配
慮
し
、
町
有
財
産
を

将
来
的
に
保
全
管
理
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
と
考
え
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
に
考

え
る
か
町
長
に
伺
い
ま
す
。

町　

長

　

先
ほ
ど
も
申
し
上
げ
ま
し
た
国
に
お

き
ま
す
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
宣
言
、
そ
れ
か
ら
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
北
海
道
宣
言
、
こ
ち
ら
の
実
現
に
向

け
ま
し
て
今
後
森
林
に
お
け
る
機
能
が

さ
ら
に
重
要
視
さ
れ
て
く
る
も
の
と
私

ど
も
も
考
え
て
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
町
の
７
割
を
占
め
る
森
林
に
つ
き

ま
し
て
は
、
国
土
の
保
全
、
水
源
の
涵

養
な
ど
の
役
割
を
果
た
す
と
同
時
に
、

大
気
中
の
二
酸
化
炭
素
を
吸
収
、
固
定

し
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
吸
収
源
と
し
て

地
球
温
暖
化
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

北
海
道
森
林
づ
く
り
基
本
計
画
、
そ

れ
か
ら
北
海
道
森
林
吸
収
源
対
策
推
進

計
画
と
も
整
合
を
図
り
ま
し
て
、
雨
竜

町
森
林
整
備
計
画
に
基
づ
き
ま
し
て
森

林
の
保
全
管
理
を
進
め
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
ご
ざ
い
ま
す
。

　

特
に
町
有
林
に
お
き
ま
し
て
は
、
本

年
度
尾
白
利
加
第
１
団
地
、
尾
白
利
加

第
２
団
地
、
そ
し
て
暑
寒
団
地
に
お
き

ま
し
て
合
計
16
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
間
伐
工

事
を
進
め
ま
し
て
、
搬
出
し
ま
し
た
間

伐
材
に
つ
き
ま
し
て
は
生
産
物
と
し
て

一
般
材
及
び
原
料
材
、
合
計
８
１
３
㎥
、

こ
ち
ら
を
売
り
払
い
ま
し
て
、
町
の
財

産
収
入
と
い
た
し
ま
し
て
３
３
７
万
６
，

０
０
０
円
を
収
入
確
保
し
た
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
森
林
の
育

成
管
理
と
併
せ
ま
し
て
、
町
有
財
産
と

し
て
の
収
益
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
後
も
町
有
林
を
将
来
に
向
け
ま
し

て
適
正
に
管
理
し
ま
し
て
、
育
成
途
上

の
森
林
の
利
用
間
伐
を
積
極
的
に
推
進

す
る
と
と
も
に
、
伐
期
に
達
す
る
森
林

に
つ
き
ま
し
て
は
環
境
に
優
し
い
素
材

で
も
あ
る
木
材
の
有
効
利
用
の
観
点
か

ら
計
画
的
な
主
伐
、
再
造
林
を
推
進
し

ま
し
て
、
資
源
の
若
返
り
を
図
り
、
資

源
の
循
環
利
用
に
努
め
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
ご
ざ
い
ま
す
。
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先
ほ
ど
の
答
弁
を
伺
い
ま
し
て
、
コ

ロ
ナ
禍
の
こ
と
も
あ
り
、
町
民
の
安
心
、

安
全
を
優
先
に
考
え
、
機
器
に
よ
る
時

間
短
縮
、
受
付
事
務
処
理
の
効
率
化
な

ど
来
庁
者
に
配
慮
し
て
の
導
入
だ
と
説

明
で
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

し
か
し
、
こ
う
い
っ
た
体
制
は
交
付

申
請
し
た
方
は
分
か
り
ま
す
が
、
手
続

き
に
行
か
れ
て
い
な
い
方
は
伝
わ
り
に

く
い
と
考
え
ま
す
。
機
器
を
最
大
限
生

か
せ
る
た
め
に
は
、
町
民
に
周
知
す
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
と
考
え
ま
す
。
本

町
の
取
得
率
は
上
が
っ
て
い
る
も
の
の
、

必
要
と
し
て
い
る
方
は
既
に
済
ま
せ
て

い
る
こ
と
も
あ
り
、
高
齢
化
し
て
い
る

方
は
必
要
性
や
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
て
い

な
い
な
ど
、
一
定
程
度
緩
慢
に
な
り
得

な
い
の
で
は
と
危
惧
す
る
と
こ
ろ
で
も

あ
り
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
伸
び
し
ろ
は

あ
り
ま
す
の
で
、
取
得
の
働
き
か
け
を

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
ま
す
。
日

進
月
歩
、
取
得
の
広
が
り
を
見
て
い
る

中
、
町
民
が
安
心
、
安
全
に
利
用
で
き

る
よ
う
、
こ
の
制
度
の
理
解
に
向
け
た

取
組
を
推
進
す
る
べ
き
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
住
民
票
交
付
に
つ
い
て
は
時

期
尚
早
と
の
答
弁
で
す
が
、
全
国
的
に

広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
の
利
用
拡
大
に
よ
り
、
地
方

に
通
勤
し
て
い
る
方
や
来
庁
で
き
な
い

方
に
と
っ
て
は
利
便
性
向
上
に
つ
な
が

質　

問

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
促
進

に
つ
い
て
は
、
デ
ジ
タ
ル
庁
を
創
設
、

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
す
る
な
ど
カ

ー
ド
の
普
及
を
図
ろ
う
と
す
る
行
政
改

革
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
利
便
性
の
あ

る
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
普
及
に
向
け
、
健

康
保
険
証
や
ワ
ク
チ
ン
接
種
証
明
な
ど

実
生
活
の
利
用
を
呼
び
か
け
て
お
り
ま

す
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
出
前
出
張
し
て

加
入
推
進
さ
れ
て
い
る
自
治
体
も
あ
り
、

加
速
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
町
と
し
て
も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
取
得
に
向
け
た
問
合
せ
や
窓
口
対
応

が
多
く
て
な
っ
て
い
る
こ
と
を
鑑
み
、

補
正
予
算
を
組
み
、
新
た
な
端
末
機
器

の
導
入
を
図
る
な
ど
、
そ
の
対
応
に
向

け
た
取
組
を
進
め
て
お
り
ま
す
が
、
今

回
の
機
器
の
導
入
に
よ
り
も
た
ら
す
効

果
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

次
に
、
地
方
に
職
場
が
あ
り
、
住
民

票
等
が
必
要
な
と
き
に
交
付
申
請
を
コ

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

推
進
と
活
用
に
つ
い
て
」

野村議員

ン
ビ
ニ
で
で
き
な
い
か
、
以
上
２
点
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

町　

長

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
手
続

等
が
行
え
ま
す
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
購
入
に

つ
き
ま
し
て
は
、
今
議
員
か
ら
お
っ
し

ゃ
ら
れ
た
よ
う
に
令
和
４
年
１
月
17
日

付
に
て
補
正
予
算
（
第
９
号
）
で
の
専

決
処
分
を
行
い
ま
し
て
、
１
月
31
日
の

第
１
回
臨
時
議
会
に
お
い
て
承
認
を
い

た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
導
入
効
果
と
、
そ
れ

か
ら
２
点
目
の
住
民
票
等
の
コ
ン
ビ
ニ

交
付
に
つ
き
ま
し
て
、
担
当
よ
り
説
明

申
し
上
げ
ま
す
。

住
民
課
室
長

　

国
で
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取

得
し
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
サ
ー
ビ
ス
を

ひ
も
づ
け
し
た
場
合
に
は
マ
イ
ナ
ポ
イ

ン
ト
を
最
大
５
，
０
０
０
ポ
イ
ン
ト
、

健
康
保
険
証
の
利
用
登
録
を
し
た
場
合

に
は
７
，
５
０
０
ポ
イ
ン
ト
、
さ
ら
に

は
公
金
受
け
取
り
口
座
を
登
録
す
る
と

７
，
５
０
０
ポ
イ
ン
ト
、
全
て
行
っ
た

場
合
最
大
で
２
万
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
す

る
こ
と
と
し
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り
町

民
か
ら
の
問
合
せ
や
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
取
得
の
申
請
が
多
く
な
っ
て
き

て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
３
月
か
ら
４
月
に
か
け

て
住
民
課
窓
口
で
は
他
業
務
と
し
て
転

入
、
転
出
業
務
が
あ
り
、
ま
た
シ
ル
バ

ー
タ
ク
シ
ー
利
用
券
の
配
布
、
非
課
税

世
帯
へ
の
無
料
ご
み
袋
の
配
布
も
行
っ

て
お
り
、
毎
年
こ
の
時
期
は
窓
口
が
大

変
混
雑
し
て
い
る
状
況
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　

現
在
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請

手
続
に
係
る
窓
口
で
の
処
理
時
間
は
１

件
当
た
り
15
分
か
ら
20
分
程
度
か
か
っ

て
お
り
、
こ
の
混
雑
し
て
い
る
状
況
の

中
で
は
窓
口
に
来
た
方
を
長
時
間
待
た

す
こ
と
も
懸
念
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
今

回
購
入
し
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
つ
き
ま
し

て
は
、
１
件
当
た
り
の
処
理
時
間
が
５

分
か
ら
10
分
程
度
と
大
幅
に
時
間
を
短

縮
す
る
こ
と
が
で
き
、
町
民
サ
ー
ビ
ス

に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
町
民

と
の
接
触
時
間
の
短
縮
も
図
る
こ
と
が

で
き
、
ま
た
事
務
処
理
時
間
の
短
縮
に

よ
り
職
員
の
事
務
的
負
担
も
軽
減
さ
れ

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

住
民
票
等
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
に
つ
き

ま
し
て
は
、
道
内
で
は
現
在
26
市
町
、

空
知
管
内
で
は
２
市
と
ま
だ
ま
だ
少
な

い
状
況
で
あ
り
、
導
入
す
る
に
は
莫
大

な
費
用
も
か
か
る
こ
と
か
ら
状
況
を
見

極
め
て
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

再
質
問
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る
の
か
な
と
い
う
ふ
う
に
推
察
さ
れ
る

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
国
で
は
行
政
手
続

に
お
け
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
用
を
推

進
し
て
お
り
ま
し
て
、
今
後
デ
ジ
タ
ル

社
会
に
お
き
ま
す
Ｉ
Ｔ
化
も
一
層
進
ん

で
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

町
と
し
て
は
取
得
に
向
け
た
さ
ら
な
る

Ｐ
Ｒ
を
行
う
と
と
も
に
、
希
望
す
る
町

民
に
は
新
た
に
購
入
し
た
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
活
用
し
な
が
ら
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま

し
て
、
ス
ム
ー
ズ
で
丁
寧
な
対
応
を
心

が
け
ま
し
て
、
多
く
の
町
民
が
取
得
さ

れ
る
よ
う
周
知
を
図
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

住
民
票
等
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
に
つ
き

ま
し
て
は
、
現
在
実
施
し
て
い
る
市
町

村
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す

し
、
費
用
対
効
果
、
そ
し
て
今
後
の
情

勢
を
見
極
め
な
が
ら
適
切
な
時
期
に
導

入
を
判
断
し
た
い
と
考
え
て
ご
ざ
い
ま

す
。
現
在
は
、
郵
送
で
の
対
応
で
十
分

対
応
で
き
て
い
る
と
い
う
認
識
で
ご
ざ

い
ま
す
。

質　

問

　

本
町
の
３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が

始
ま
っ
て
き
ま
し
た
が
、
全
国
の
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
は
い
ま
だ
に
高
止
ま
り
の

状
況
で
あ
り
、
空
知
管
内
で
も
中
北
空

知
の
感
染
が
高
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

本
町
で
も
ク
ラ
ス
タ
ー
の
状
況
で
は
な

い
も
の
の
、
複
数
人
の
感
染
が
確
認
さ

れ
て
き
て
お
り
、
身
近
な
家
族
を
は
じ

め
、
職
場
や
町
民
の
方
々
が
不
安
を
感

じ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

以
前
、
濃
厚
接
触
者
で
も
無
症
状
で

あ
れ
ば
安
易
に
検
査
が
で
き
な
い
と
聞

い
て
お
り
ま
す
が
、
最
近
近
隣
の
ド
ラ

ッ
グ
ス
ト
ア
で
北
海
道
に
よ
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
が
で
き
る
よ
う
で
あ
り
ま
す
が
、

本
町
で
は
そ
の
よ
う
な
場
所
が
な
い
状

況
で
あ
り
ま
す
。
今
回
の
変
異
株
の
ウ

イ
ル
ス
は
、
蔓
延
防
止
策
を
講
じ
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い
つ
、
ど
こ
で

感
染
す
る
の
か
分
か
ら
な
い
感
染
力
が

強
い
状
況
に
、
濃
厚
接
触
者
を
は
じ
め

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
に
向
け
た
対
応
に
つ
い
て
」

沖田議員

町
民
の
不
安
が
日
増
し
に
募
る
状
態
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

昨
年
９
月
の
町
広
報
や
防
災
行
政
無

線
で
の
北
海
道
や
厚
生
労
働
省
等
の
電

話
相
談
の
窓
口
の
案
内
や
、
不
安
を
抱

く
町
民
か
ら
の
直
接
の
問
合
せ
に
は
対

応
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
町
民

の
不
安
払
拭
や
早
期
発
見
に
よ
る
感
染

拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
も
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

等
の
情
報
提
供
が
い
ま
一
度
必
要
で
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
町
長
の
考
え
を
伺

い
ま
す
。

町　

長

　

た
だ
い
ま
質
問
が
あ
り
ま
し
た
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
検
査
の
関

係
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
検
査
の

種
類
に
つ
き
ま
し
て
は
議
員
が
御
存
じ

の
よ
う
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
、
抗
原
検
査
、

そ
し
て
抗
体
検
査
、
こ
の
３
種
類
が
ご

ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
ぞ
れ
検
査

が
す
ぐ
に
で
き
る
も
の
、
そ
う
で
な
い

も
の
、
ま
た
検
査
の
結
果
も
時
間
が

か
か
る
も
の
、
か
か
ら
な
い
も
の
、
そ

し
て
制
度
も
違
っ
て
き
て
ご
ざ
い
ま
す
。

一
般
的
に
は
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
や
抗
原
検
査
、

こ
ち
ら
が
多
く
用
い
ら
れ
て
お
り
ま
し

て
、
抗
原
検
査
キ
ッ
ト
に
つ
き
ま
し
て

は
医
薬
承
認
を
受
け
て
い
な
い
、
い
わ

ゆ
る
研
究
用
な
ど
の
名
目
で
販
売
さ
れ

て
い
る
キ
ッ
ト
も
ご
ざ
い
ま
す
。

　

雨
竜
町
で
は
、
町
民
か
ら
の
相
談
に

る
こ
と
か
ら
も
住
民
サ
ー
ビ
ス
と
し
て

必
要
で
あ
る
と
申
し
上
げ
ま
す
。
近
い

将
来
を
見
据
え
て
い
た
だ
く
こ
と
を
申

し
上
げ
た
い
と
考
え
ま
す
が
、
伺
い
ま

す
。

町　

長

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
つ
き
ま
し

て
は
、
２
０
２
２
年
度
に
は
ほ
と
ん
ど

の
国
民
が
取
得
す
る
こ
と
を
国
で
は
目

標
と
し
て
掲
げ
て
は
い
る
も
の
の
、
現

実
的
に
は
か
な
り
難
し
い
状
況
に
あ
る

と
考
え
て
ご
ざ
い
ま
す
。
現
段
階
に
お

き
ま
し
て
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
持
っ
て
い
な
く
て
も
ほ
と
ん
ど
生
活

に
支
障
が
な
く
、
義
務
化
に
も
な
っ
て

い
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
て
、

で
す
が
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
け
れ

ど
も
、
取
得
し
て
い
る
方
が
増
え
て
き

て
い
る
と
い
う
こ
と
も
事
実
で
あ
り
ま

す
。
大
幅
な
増
加
と
は
な
っ
て
い
な
い

と
い
う
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
つ
き
ま
し

て
は
、
必
要
と
し
て
い
る
方
に
つ
き
ま

し
て
は
既
に
必
要
な
時
期
に
取
得
し
て

利
用
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
け
れ
ど

も
、
今
後
は
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
が
、
先

ほ
ど
室
長
が
申
し
上
げ
ま
し
た
と
お
り

最
大
２
万
ポ
イ
ン
ト
付
与
さ
れ
る
と
い

う
よ
う
な
こ
と
で
ど
ん
ど
ん
国
で
も
Ｐ

Ｒ
し
て
い
く
と
思
い
ま
す
の
で
、
こ
れ

を
契
機
に
取
得
す
る
方
も
多
く
出
て
く
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対
し
ま
し
て
は
住
民
課
が
北
海
道
の
事

業
に
よ
り
ま
し
て
近
隣
の
調
剤
薬
局
等

で
行
い
ま
す
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
、
抗
原
検

査
、
こ
ち
ら
と
も
に
無
料
検
査
で
ご
ざ

い
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
ち
ら
を
紹
介
し

て
ご
ざ
い
ま
す
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
検

査
に
使
用
す
る
キ
ッ
ト
は
い
ず
れ
も
有

効
期
限
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
町
が
大

量
に
購
入
し
て
保
管
し
た
り
、
大
量
に

配
布
し
た
り
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
は
考

え
て
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
限
ら
れ
た
資
源

を
有
効
に
活
用
す
る
た
め
に
、
本
町
に

お
い
て
は
北
海
道
の
事
業
を
活
用
し
ま

し
て
町
民
に
周
知
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
ご
ざ
い
ま
す
。
な
お
、
北
海
道
の

事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
情
報
量
が
多

く
て
防
災
無
線
で
お
知
ら
せ
す
る
と
い

う
の
は
ち
ょ
っ
と
難
し
い
と
い
う
こ
と

で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
タ
イ
ミ
ン
グ
が

合
う
も
の
に
つ
い
て
は
広
報
、
そ
し
て

各
戸
配
布
の
チ
ラ
シ
等
で
対
応
す
る
こ

と
と
し
て
ご
ざ
い
ま
す
。
な
お
、
一
昨

日
、
７
日
、
こ
の
日
に
町
の
広
報
等
の

発
送
が
あ
り
ま
し
て
、
こ
ち
ら
で
チ
ラ

シ
を
配
布
し
て
ご
ざ
い
ま
し
て
、
感
染

予
防
対
策
の
継
続
依
頼
の
部
分
が
主
な

の
で
す
け
れ
ど
も
、
裏
面
に
近
隣
の
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
の
会
場
等
を
掲
載
し
て
ご
ざ

い
ま
す
。
こ
ち
ら
を
御
覧
い
た
だ
け
れ

ば
、
町
民
も
一
目
瞭
然
だ
と
思
い
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

何
と
か
町
民
と
一
丸
と
な
っ
て
、
こ

の
難
局
を
乗
り
越
え
て
い
き
た
い
と
考

え
て
ご
ざ
い
ま
す
。
重
ね
て
ご
理
解
の

ほ
ど
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
る

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

再
質
問

　

質
問
の
通
告
に
よ
り
部
署
内
で
検
討

し
、
早
期
に
今
月
の
町
内
発
送
で
対
応

さ
れ
た
こ
と
に
対
し
ま
し
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
で
の
情
報
を
受

け
に
く
い
方
々
が
町
内
に
も
た
く
さ
ん

お
ら
れ
ま
す
の
で
、
今
後
も
町
民
へ
の

安
心
、
安
全
の
情
報
提
供
を
お
願
い
す

る
と
と
も
に
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
関
係

機
関
と
の
連
携
の
中
で
ス
ム
ー
ズ
に
進

む
こ
と
を
願
い
、
質
問
を
終
わ
り
ま
す
。

町　

長

　

先
ほ
ど
申
し
上
げ
ま
し
た
よ
う
に
７

日
に
チ
ラ
シ
は
配
布
し
ま
し
た
け
れ
ど

も
、
そ
う
い
っ
た
チ
ラ
シ
は
都
度
時
期

を
見
て
ま
た
配
布
し
た
い
と
考
え
て
ご

ざ
い
ま
す
し
、
町
民
か
ら
の
電
話
対
応
、

窓
口
で
の
対
応
等
に
つ
き
ま
し
て
は
当

然
親
切
、
丁
寧
に
分
か
り
や
す
く
、
高

齢
者
に
は
口
頭
だ
け
で
な
く
て
書
い
た

も
の
を
渡
す
と
か
、
い
ろ
い
ろ
工
夫
を

し
て
伝
わ
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

請願（陳情）書とは･･･ ？
　政治や行政に関して希望や要望を述べる
ことです。

請願（陳情）書の提出の仕方
①　請願書を提出される方は、請願の趣旨、
　提出年月日、請願者の住所及び氏名（法
　人の場合はその名称及び代表者の氏名）
　を記載のうえ押印し右記の様式により提
　出願います。
②　請願書には、町議会議員の中から３名
　以内の紹介議員が必要です。紹介議員と
　して署名・押印を受けて下さい。
　※陳情書には紹介議員は必要ありません。

　　以上の条件により提出された請願（陳
　情）書により議会において審議されます。
　　不明な点については、議会事務局にお
　問い合わせ下さい。

請願（陳情）書の提出の仕方

（様式１）　　　　令和　　年　月　日
　　○○○○○○○請願書
　　　住所
　　　請願団体
　　　代表者　　　　　　　　㊞

　　　紹介議員　　　　　　　㊞
　　　紹介議員　　　　　　　㊞

雨竜町議会議長　○○○○　様

（様式２）
　　請願趣旨

（請願の趣旨を記載して下さい。）

※陳情書の場合は「請願」を「陳情」に
　読みかえて下さい。
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議会議長あての文書は

議 会 事 務 局 へ
　議会議長あての文書や案内状などは、
議長公務日程上調整する必要があります
ので、議長の私宅に送付せず、議会事務
局に送付されますようお願いします。

＜送付先＞
〒078-2692
雨竜郡雨竜町字フシコウリウ104番地

雨竜町議会議長　宛

　議会だより第２０９号をお届けします。
　暑寒はまだまだ真っ白ですが、農家の方に
おかれましては、例年より早い雪解けで、種
まき・田耕しと農作業の時期を迎えました。
　また、２０日にパークゴルフ場がオープン
し、議会だよりがお手元に届くころには、桜
の開花も聞かれるところだと思います。
　本号は、１月の臨時議会、２月の行政常任
委員会、３月の第１回定例会及び予算審査特
別委員会が主な内容です。予算の質問・回答
は内容を要約して皆様に分かりやすい編集を
心掛けています。
　議会だよりの編集後記において新型コロナ
ウイルスに関することを掲載したのが２年前
でした。あれから２年間いまだ収まりを見せ
ないどころか４月は増加傾向が見られます。
町では３回目のワクチン接種が順調に進んで
いますが、今しばらく町民の皆様にはいろい
ろ我慢・自粛が必要かと思います。
　おわりに、広報委員は町民の皆さまにわか
りやすい紙面づくりを心掛けてまいりますの
で、ご意見があれば各委員・議会事務局まで
お知らせください。

（木村　啓治　記）

編　集　後　記

　議会広報特別委員会
　　　　　委 員 長　　木　村　啓　治
　　　　　副委員長　　佐々木　　　徹
　　　　　委　　員　　吉　見　拓　也

　　　３日　空知町村議会議長会第１回定
　　　　　　期総会（ＷＥＢ） 議　長
　17～18日　行政常任委員会
　　１８日　議会運営委員会

１２月
　２～９日　第１回定例会
２· ７· ８日　予算審査特別委員会
　　　９日　議会運営委員会
　24～25日　中央要望実行運動（東京都）
 議　長

おもな議会のうごき　（２月～４月）

２　月
　　７日　小中学校合同入学式 議　長
　１１日　議会広報特別委員会
　１５日　国営緊急農地再編整備事業雨竜
　　　　　暑寒地区雄飛地区工事安全祈願
　　　　　祭 議　長
　１８日　空知町村議会議長会第２回役員
　　　　　会 議　長
　２０日　議会広報特別委員会

４　月

３　月

（4/20 パークゴルフ場オープン）


